
平成２７年度　地域で決める学校予算　事業計画

登美ヶ丘北中校区

登美ヶ丘北中学校

登美ヶ丘小学校

東登美ヶ丘小学校

登美ヶ丘幼稚園

東登美ヶ丘幼稚園

取組目標 取組内容
○様々な人々との温かいふれあいをもつ。
○感動体験を通して、豊かな心を育てる。
○運動遊びを広げて、元気で意欲的な子どもを育てる。
○子育て支援の拠点として、開かれた幼稚園づくりを目指す。

　年間を通して様々な人々や自然とふれあう機会をもち、心揺さぶる感動体験を
計画的につくる。また、地域や保護者の協力を得て取組を充実させる。
○ふれあい感動体験事業（お話広場、英語で遊ぼう、わらべ歌で遊ぼう、リトミック
で遊ぼう、ふれあいコンサート、お茶会、カレーパーティー、御餅つき、地域のお
年寄りとの交流、小学校との交流、サッカースクール等）
○環境整備事業（園庭の草刈り、樹木の剪定、花壇の整備、手作り遊具の設置）
○子育て支援事業(星の子会・星の子広場の活動）
○飼育栽培事業

わくわく　どきどき　地域とともに歩む幼稚園。
取組目標 取組内容

○様々な感動体験をする中で豊かな心ややろうとする意欲を育み、たくましく生き
る幼児の育成。
○自分たちの地域に親しみを持ち愛着をもつ幼児の育成。

○園内の環境整備事業に取り組む。
・親子で野菜栽培活動に取り組み充実させる。
○預かり保育未就園児保育事業に取り組む・。
・地域の子育て支援を充実させる。

「ふれあいいっぱい　楽しい幼稚園」
「元気いっぱい　星の子」

○地域の教育力を生かした体験活動を充実させる。
○恵まれた自然の中での環境整備や栽培学習を深める。
○地域力を生かした読書活動を充実させる。

○学年に応じた体験的学習の充実と読書活動の推進
・地域ゲストティーチャーの招聘
・読み聞かせ、朝読の充実・図書室整備
・畑やガーデンの栽培活動

取組目標 取組内容
　地域の様々な人と触れ合う取組をとおして、地域の大人から知恵を学び学校に
いることが楽しく一人ひとりが自分らしさを発揮しながら笑顔あふれる学校を目指
す。

キャリア教育推進事業：小中一貫教育推進に伴い小学校からの積み重ねを重視
し、生徒自身に学校や家庭・社会の一員であることを自覚させながら地域人材の
活用を含めて学ぶ面白さや学びへの挑戦を体得する。また、ゲストティーチャーに
よる勤労・職業授業、様々な地域人材による講習会の活用、保護者を含めた人権
教育講演会や性教育講演会、キャリア教育で学んだ学習内容をあらゆる機会を通
じての発表会

「地域やなかまと共に育む登美っ子」
取組目標 取組内容

○体験学習事業「食育・キャリア教育・世界遺産学習・伝承遊び等」を多く取り入
る。
○ふれあい事業「お話の森・授業補助・登下校の見守り・命を考える（飼育/野菜
栽培）・生け花（植物栽培）・音楽鑑賞会・等」の活動を通して人やものとの関わりを
知り、地域の方々にもいろいろなことを教わる。
○環境整備事業「花壇・校内清掃・学校周辺清掃・校庭整備・ペンキ塗り等」を行
い、多くの地域の方に学校に来てもらえる機会を増やす。
○地域の方とかかわりながら、子どもたちの活動を充実させる。
○「ふれあいルーム」「憩いの広場」の環境設備充実。

・体験学習の際には、ゲストティーチャーやコーディネーターの方に関わってもら
う。
・授業補助等の学習活動に地域の方が入ることのメリットを教職員が理解する。
・PTAの清掃ボランティア活動とリンクさせるだけでなく、花壇・ペンキ・清掃を担当
してくれるボランティアグループを作り、通年活動してもらえるに各事業・活動の担
当コーディネーターを配置する。また、担当教職員との協働できるようにする。
・「ふれあいルーム」を地域の方が常に使える（集える）部屋として設置し、充実さ
せる。
・ふれあい事業/体験学習事業を充実させる。

学校が好き、自然が好き、地域とともに輝ける東登美っ子
取組目標 取組内容

地域を大切にし、笑顔あふれる明るい学校

夢が聞こえる、希望がある「とみきたスクール」
取組目標 取組内容

・地域の子どもたちの将来に寄与する教育支援活動を「とみきた塾」のクラブ活動
で実施。
・学校と協力しながら、教育支援活動を行ってゆく。
・子どもたちに何をしてあげたらいいのか、何が必要なのかを常に考え、事業を展
開してゆきたい。
・昨年、教育協議会が地域をリードして初めての「登美ヶ丘フェスタ」を開催し、学
校が地域コミュニティーの再構築に貢献する事ができ本年度も更に進めたい。

・「サマーセミナー」は夏に１回開催されていますが、「とみきた塾」の各クラブは１５
あり、　各クラブの責任者が年間を通じて自主運営されており内容の充実を図る。
・「とみきた塾」は好評で、４１６名の生徒が楽しく学んでおり、子どもにとって興味
があり、ニーズのある講座を開設し、将来の土曜日学習につなげたい。
・コーディネーターの研修を、独自のカリキュラムで行う。（年間10回程度）


